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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 44,554 14.0 974 △27.6 658 △37.1 950 4.0

2025年３月期 39,087 1.0 1,346 △5.8 1,047 △20.8 914 14.2
(注) 包括利益 2026年３月期 1,604百万円( 34.9％) 2025年３月期 1,189百万円( △6.5％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 74.93 － 2.7 0.7 2.2

2025年３月期 72.75 － 2.6 1.2 3.4

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 93,964 36,224 38.5 2,851.27

2025年３月期 85,611 35,238 41.1 2,777.60
(参考) 自己資本 2026年３月期 36,197百万円 2025年３月期 35,211百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 907 △4,634 4,292 6,344

2025年３月期 2,107 △2,765 1,073 5,816

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00 634 68.7 1.7

2026年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00 636 66.7 1.8

2027年３月期(予想) － 25.00 － 25.00 50.00 105.8

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 25,900 30.9 450 △28.5 100 △80.5 50 △85.5 3.94

通期 55,700 25.0 1,500 53.9 900 36.7 600 △36.9 47.28



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） PT. SHIKIBO MERMAID INDONESIA

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 12,810,829株 2025年３月期 12,810,829株

② 期末自己株式数 2026年３月期 115,799株 2025年３月期 133,908株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 12,689,639株 2025年３月期 12,568,337株

(注) 当社は、株式報酬制度（役員向け株式給付信託）を導入しており、株主資本において自己株式として計上さ
れている役員向け株式給付信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株
式数の計算において控除する自己株式に含めております。

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 32,281 18.6 614 △19.4 1,140 △13.8 1,502 3.8

2025年３月期 27,213 1.0 762 △21.9 1,323 40.4 1,446 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 118.38 －

2025年３月期 115.09 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 86,292 30,992 35.9 2,441.29

2025年３月期 77,704 29,956 38.6 2,363.05

(参考) 自己資本 2026年３月期 30,992百万円 2025年３月期 29,956百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等
の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

(決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法)
当社は、決算に関する説明動画（録画）の配信を予定しております。決算説明会資料についても、当社ホームペ
ージに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中、緩やかな回復基調で推移いたしました。一

方、中東情勢や金融資本市場の変動、米国の通商政策をめぐる動向等、景気の先行きは依然として不透明な状況が続

いております。

このような経営環境のもと、当社グループは中期経営計画「ＴＧ２５－２７」を「成長への変革（Transformation

for Growth）」のステージとして、繊維で培った技術・経営資源をもとに、新たな価値を創造し更なる成長への取組

みを進めております。

当連結会計年度の売上高については、第３四半期にユニチカグループから譲受した事業（※）が貢献し、繊維セグ

メントは大幅な増収となりました。利益面については、当該事業譲受による利益貢献はありましたが、事業譲受に係

る費用の発生や食品・化成品事業の新工場稼働に伴う減価償却費の増加等が影響し、営業利益及び経常利益は前期を

下回りました。親会社株主に帰属する当期純利益については、事業譲受等による負ののれんの計上等により前期を上

回りました。

その結果、売上高は445億54百万円（前期比14.0%増）、営業利益は９億74百万円（同27.6%減）、経常利益は６億58

百万円（同37.1%減）、親会社株主に帰属する当期純利益は９億50百万円（同4.0%増）となりました。

なお、当連結会計年度より、これまで産業材セグメントに含まれていた機能材料事業を機能材料セグメントとして、

報告セグメントの区分を変更しております。

機能材料事業については、中期経営計画「ＴＧ２５－２７」において成長領域の新中核事業と位置付けており、金

額的重要性が増加すると想定されることから当該事業に関する情報を明瞭に表示するため、新たな報告セグメントと

しております。

また、不動産・サービスセグメントの一部の関係会社について、主管部署の変更に伴い、繊維セグメントに変更し

ております。

前期数値につきましては、変更後のセグメント区分に組み替えて比較分析を行っております。

（※）ユニチカグループから譲受した事業等の詳細につきましては、（５）連結財務諸表に関する注記事項の（企

業結合等関係）をご覧ください。

(繊維セグメント)

原糸販売事業は、サステナブル素材を使用した糸や高付加価値糸等の別注糸の販売が好調に推移し、利益は改善い

たしました。

輸出衣料事業は、中東情勢悪化の影響は受けたものの、第３四半期まで中東民族衣装用生地販売が好調に推移した

ことにより、増収となりました。

ユニフォーム事業は、サステナブル素材の生地販売が好調に推移したことに加え、ユニチカグループからの事業譲

受等による寄与もあり、大幅な増収となりました。また、利益においても大きく貢献しました。

ニット製品事業は、カジュアル、スポーツ向け製品事業が好調に推移し増収となりました。

生活資材事業は、寝装分野は堅調に推移いたしましたが、病院・介護施設向けやホテル向けリネンは苦戦いたしま

した。

以上の結果、繊維セグメント全体としての売上高は246億51百万円（前期比21.9%増）となり、営業利益は４億74百

万円（同86.3%増）となりました。

(産業資材セグメント)

ドライヤーカンバス事業は、輸出は堅調に推移しましたが、国内向けカンバスが低調に推移した結果、減収となり

ました。また、製造原価の上昇等が利益を押し下げました。

フィルタークロス事業は官公需が堅調に推移した結果、増収となりました。また、空気清浄装置分野においては、

大型機器の受注販売が好調に推移した結果、大幅な増収となりました。

以上の結果、産業資材セグメント全体としての売上高は75億29百万円（前期比2.8%増）となり、営業利益は１億99

百万円（同4.3%減）となりました。
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(機能材料セグメント)

食品・化成品事業は、食品用増粘安定剤の受注増及びブレンド（混合・小分け）分野が堅調に推移した結果、増収

となりましたが、新工場稼働に伴う生産工程等の確認に時間を要したことや、減価償却費の増加に加え、原材料・エ

ネルギー価格の高騰に価格改定が追い付かず、利益を押し下げる結果となりました。

複合材料事業は、航空機用途向け部品の需要が好調に推移したことにより、増収となりました。

以上の結果、機能材料セグメント全体としての売上高は68億98百万円(前年同期比12.0%増)となり、営業損失は１億

50百万円(前年同期は17百万円の営業損失)となりました。

(不動産・サービスセグメント)

不動産賃貸事業は順調に推移いたしました。

リネンサプライ事業は、中国からの渡航自粛要請の影響を受けましたが、インバウンド需要増や大阪・関西万博に

伴うホテルの稼働率向上が寄与し、増収となりました。しかしながら労務費及びエネルギー価格等の高騰によるコス

ト増の影響が利益を圧迫いたしました。

物流事業は堅調に推移いたしましたが、新規顧客の対応に伴い発生した費用により、利益が押し下げられました。

以上の結果、不動産・サービスセグメント全体としての売上高は59億32百万円（前期比1.7%増）となり、営業利益

は18億96百万円（同3.7%減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

当期末の総資産は939億64百万円となり、前期末に比べ83億52百万円の増加となりました。これは主に、有形固定資

産に含まれる建物及び構築物、機械装置及び運搬具が減価償却により減少したものの、事業譲受等に伴う売上債権、

棚卸資産の増加によるものであります。

負債は、577億39百万円となり、前期末に比べ73億67百万円の増加となりました。これは主に、事業譲受等に伴う仕

入債務、有利子負債の増加によるものであります。

純資産は、362億24百万円となり、前期末に比べ９億85百万円の増加となりました。これは主に、利益剰余金、退職

給付に係る調整額の増加によるものであります。

これらの結果、自己資本比率は前期末に比べ2.6ポイント減少し、38.5％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動では９億７百万円の増加、投資活動では

46億34百万円の減少、財務活動では42億92百万円の増加となりました。

結果、資金は５億28百万円の増加（前期は５億13百万円の増加）となり、期末残高は63億44百万円（前期は58億16

百万円）となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当期において営業活動による資金は、税金等調整前当期純利益、減価償却費等内部留保により、９億７百万円の増

加（前期は21億７百万円の増加）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当期において投資活動による資金は、有形固定資産の取得による支出、事業譲受等による支出等により46億34百万

円の減少（前期は27億65百万円の減少）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当期において財務活動による資金は、社債の償還、配当金支払等があったものの、借入金の増加による収入等によ

り42億92百万円の増加（前期は10億73百万円の増加）となりました。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率(％) 39.0 40.6 40.9 41.1 38.5

時価ベースの自己資本比率
(％)

12.6 14.2 16.1 14.8 14.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(年)

8.4 22.4 7.2 12.7 15.1

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

13.3 5.2 16.3 8.2 5.6

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

(注１)各指標は、いずれも連結ベースの財務諸表により算出しております。

(注２)株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

(注３)キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

(注４)有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債

（但し建設協力金を除く）を対象としております。

（４）今後の見通し

わが国経済の見通しについては、緩やかな回復が続く中、中東情勢の影響をはじめとする国際情勢の不安定化、ア

メリカの通商政策、原材料やエネルギー価格を含む物価上昇等、不透明な状況は継続するものと思われます。

このような経営環境の中、当社グループでは、2025年４月１日からスタートした中期経営計画「ＴＧ２５－２７」

において４つの基本方針「稼ぐ力の向上」、「新中核事業の成長・拡大」、「経営基盤の強化」、「サステナビリテ

ィ経営への取組み」を掲げ、取組みを進めております。このような状況において、2025年12月30日付でユニチカ株式

会社の連結子会社であるユニチカトレーディング株式会社（以下、「UTC 社」といいます。）の衣料繊維事業の一部、

UTC 社の子会社であるUNITIKA（BEIJING） TRADING CO., LTD（ユニチカ（北京）貿易有限公司）並びにUNITIKA

TRADING VIETNAM CO., LTD（ユニチカトレーディングベトナム）の衣料繊維事業、及びPT.UNITIKA TRADING

INDONESIA（ユニチカトレーディングインドネシア）の株式を譲受したことにより中期経営計画「ＴＧ２５－２７」に

おける計画値の見直しをいたしました。

2027年３月期の連結業績見通しにつきましては、見直しました中期経営計画「ＴＧ２５－２７」における計画値と

同様の売上高557億円（前期比25.0%増）、営業利益15億円（同53.9%増）、経常利益９億円（同36.7%増）、親会社株

主に帰属する当期純利益６億円（同36.9%減）を見込んでおります。

なお、中期経営計画「ＴＧ２５－２７」の見直しにあたり、中東情勢は先行きが不透明であることから、その影響

については前提条件に織り込んでおりません。それに伴い、2027年３月期の連結業績見通しにつきましても中東情勢

の影響については前提条件に織り込んでおりません。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主への適正な利益還元を経営の最重要課題と認識し、利益配分に関しては、安定的な配当の継続を基本

方針として、連結業績や今後の事業展開等を総合的に勘案して決定しております。

2026年３月期は株主の皆様へのより迅速な利益還元を図るため、中間配当を実施し、合計では前期と同額の１株あ

たり50円の年間利益配当を予定しております。

2027年３月期の配当予想につきましても中間配当の実施を行い、合計でも前期と同額の１株あたり50円の年間利益

配当を考えております。

年間配当予想50円（中間配当25円）
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準に基づき連

結財務諸表を作成する方針であります。

なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方

針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,903 6,407

受取手形及び売掛金 7,001 10,659

電子記録債権 2,071 3,112

商品及び製品 5,658 8,465

仕掛品 2,094 2,561

原材料及び貯蔵品 1,826 2,369

短期貸付金 70 -

その他 1,242 1,234

貸倒引当金 △73 △16

流動資産合計 25,794 34,794

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 48,308 48,921

減価償却累計額及び減損損失累計額 △35,247 △36,325

建物及び構築物（純額） 13,060 12,595

機械装置及び運搬具 29,376 29,584

減価償却累計額及び減損損失累計額 △25,949 △26,341

機械装置及び運搬具（純額） 3,426 3,243

工具、器具及び備品 1,681 1,791

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,528 △1,577

工具、器具及び備品（純額） 152 214

土地 37,941 37,818

リース資産 1,643 1,425

減価償却累計額 △607 △516

リース資産（純額） 1,036 909

建設仮勘定 84 122

有形固定資産合計 55,702 54,904

無形固定資産

のれん - 178

その他 618 815

無形固定資産合計 618 994

投資その他の資産

投資有価証券 1,112 1,247

長期貸付金 200 170

繰延税金資産 1,844 1,395

その他 534 602

貸倒引当金 △196 △144

投資その他の資産合計 3,494 3,270

固定資産合計 59,816 59,169

資産合計 85,611 93,964
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,772 5,713

電子記録債務 1,397 1,116

短期借入金 9,293 14,279

1年内償還予定の社債 860 540

未払費用 608 627

未払法人税等 181 177

未払消費税等 199 38

賞与引当金 653 725

その他 1,244 1,996

流動負債合計 17,211 25,213

固定負債

社債 1,140 600

長期借入金 14,380 15,388

リース債務 947 820

繰延税金負債 185 186

再評価に係る繰延税金負債 6,342 6,308

退職給付に係る負債 5,686 4,751

役員退職慰労引当金 73 73

修繕引当金 110 103

長期預り敷金保証金 4,142 4,141

その他 150 151

固定負債合計 33,161 32,526

負債合計 50,372 57,739

純資産の部

株主資本

資本金 11,820 11,820

資本剰余金 1,381 1,381

利益剰余金 9,274 9,530

自己株式 △156 △133

株主資本合計 22,320 22,599

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 303 424

繰延ヘッジ損益 27 86

土地再評価差額金 13,197 13,251

為替換算調整勘定 △498 △471

退職給付に係る調整累計額 △139 306

その他の包括利益累計額合計 12,890 13,597

非支配株主持分 27 27

純資産合計 35,238 36,224

負債純資産合計 85,611 93,964
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 39,087 44,554

売上原価 31,852 36,908

売上総利益 7,234 7,646

販売費及び一般管理費 5,888 6,671

営業利益 1,346 974

営業外収益

受取利息 24 31

受取配当金 30 37

為替差益 - 52

受取賃貸料 0 0

補助金収入 45 63

雑収入 45 66

営業外収益合計 145 251

営業外費用

支払利息 263 381

アレンジメントフィー 81 112

社債発行費 15 2

為替差損 10 -

雑支出 73 71

営業外費用合計 444 567

経常利益 1,047 658

特別利益

負ののれん発生益 - 550

補助金収入 8 48

投資有価証券売却益 305 39

受取保険金 - 34

その他 2 28

特別利益合計 315 702

特別損失

減損損失 8 147

固定資産圧縮損 8 61

災害損失 3 20

固定資産除却損 7 17

貸倒引当金繰入額 92 -

その他 6 -

特別損失合計 126 246

税金等調整前当期純利益 1,237 1,114

法人税、住民税及び事業税 217 232

法人税等調整額 106 △68

法人税等合計 323 163

当期純利益 914 950

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する当期純利益 914 950
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 914 950

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △165 121

繰延ヘッジ損益 △2 59

為替換算調整勘定 370 26

退職給付に係る調整額 74 447

その他の包括利益合計 275 653

包括利益 1,189 1,604

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,186 1,604

非支配株主に係る包括利益 3 0
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

当期首残高 11,336 896 9,254 △242 21,244 468 30

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
484 484 969

剰余金の配当 △902 △902

土地再評価差額金の

取崩
8 8

親会社株主に帰属す

る当期純利益
914 914

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △0 87 87

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△165 △2

当期変動額合計 484 484 20 86 1,076 △165 △2

当期末残高 11,820 1,381 9,274 △156 22,320 303 27

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計土地再評価

差額金

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額

合計

当期首残高 13,385 △864 △213 12,806 6 23 34,080

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
969

剰余金の配当 △902

土地再評価差額金の

取崩
8

親会社株主に帰属す

る当期純利益
914

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 87

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△187 366 73 84 △6 3 81

当期変動額合計 △187 366 73 84 △6 3 1,157

当期末残高 13,197 △498 △139 12,890 - 27 35,238
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

当期首残高 11,820 1,381 9,274 △156 22,320 303 27

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
-

剰余金の配当 △634 △634

土地再評価差額金の

取崩
△53 △53

親会社株主に帰属す

る当期純利益
950 950

自己株式の取得 △55 △55

自己株式の処分 △6 77 70

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

121 59

当期変動額合計 - - 256 22 278 121 59

当期末残高 11,820 1,381 9,530 △133 22,599 424 86

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計土地再評価

差額金

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額

合計

当期首残高 13,197 △498 △139 12,890 - 27 35,238

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
-

剰余金の配当 △634

土地再評価差額金の

取崩
△53

親会社株主に帰属す

る当期純利益
950

自己株式の取得 △55

自己株式の処分 70

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

53 26 446 707 - 0 707

当期変動額合計 53 26 446 707 - 0 985

当期末残高 13,251 △471 306 13,597 - 27 36,224
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,237 1,114

減価償却費 2,021 2,311

長期前払費用償却額 34 29

のれん償却額 - 8

負ののれん発生益 - △550

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △408 △85

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 △0

修繕引当金の増減額（△は減少） 16 △6

貸倒引当金の増減額（△は減少） 98 △109

賞与引当金の増減額（△は減少） 36 72

受取利息及び受取配当金 △55 △69

支払利息 263 381

為替差損益（△は益） △0 △9

減損損失 8 147

補助金収入 △8 △48

受取保険金 - △34

災害損失 3 20

固定資産売却損益（△は益） △2 -

固定資産圧縮損 8 61

固定資産除却損 7 17

未収又は未払消費税等の増減額（△は減少） △458 △161

投資有価証券売却損益（△は益） △305 △39

売上債権の増減額（△は増加） △66 △4,527

棚卸資産の増減額（△は増加） △183 △519

仕入債務の増減額（△は減少） 222 2,744

その他 283 613

小計 2,761 1,356

利息及び配当金の受取額 29 50

利息の支払額 △258 △379

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △427 △183

補助金の受取額 8 48

保険金の受取額 - 34

災害損失の支払額 △5 △20

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,107 907

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,942 △1,523

有形固定資産の売却による収入 2 -

投資有価証券の取得による支出 △20 △72

投資有価証券の売却による収入 347 78

短期貸付金の回収による収入 - 70

定期預金の払戻による収入 59 94

定期預金の預入による支出 △73 △69

長期貸付金の回収による収入 - 30

事業譲受による支出 - △2,620

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

- △284

その他 △137 △337

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,765 △4,634
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △787 3,424

長期借入れによる収入 7,249 9,540

長期借入金の返済による支出 △3,835 △6,976

社債の発行による収入 588 -

社債の償還による支出 △2,010 △860

新株予約権の行使による株式の発行による収入 963 -

自己株式の取得による支出 △0 △55

配当金の支払額 △896 △633

自己株式の売却による収入 - 54

その他 △196 △201

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,073 4,292

現金及び現金同等物に係る換算差額 96 △36

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 513 528

現金及び現金同等物の期首残高 5,303 5,816

現金及び現金同等物の期末残高 5,816 6,344
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業部門を設け、各事業部門は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は事業部門を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「繊維」、「産業

資材」、「機能材料」及び「不動産・サービス」の４つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する主要な製品は以下のとおりであります。

報告セグメント 主要製品名等

繊維 糸、布、ニット、二次製品等

産業資材 製紙用ドライヤーカンバス、フィルタークロス等

機能材料 食品添加物、化成品、複合材料等

不動産・サービス 不動産賃貸、リネンサプライ、倉庫業等

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概

ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額

(注)１、３

連結財務諸
表

計上額
(注)２繊維 産業資材 機能材料

不動産・
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 20,211 7,325 6,143 5,406 39,087 － 39,087

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5 － 15 429 450 △450 －

計 20,217 7,325 6,159 5,836 39,537 △450 39,087

セグメント利益又は損失
(△)

254 208 △17 1,968 2,414 △1,068 1,346

セグメント資産 21,155 11,476 9,977 34,791 77,401 8,209 85,611

その他の項目

減価償却費 278 405 371 771 1,826 194 2,021

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

388 207 2,203 338 3,138 212 3,350

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,068百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント資産の調整額8,209百万円には、セグメント間取引消去△45百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社資産8,255百万円を含んでおります。

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額

(注)１、３

連結財務諸
表

計上額
(注)２繊維 産業資材 機能材料

不動産・
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 24,644 7,529 6,888 5,492 44,554 － 44,554

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7 － 9 440 456 △456 －

計 24,651 7,529 6,898 5,932 45,011 △456 44,554

セグメント利益又は損失
(△)

474 199 △150 1,896 2,420 △1,445 974

セグメント資産 29,354 11,062 9,619 34,459 84,495 9,468 93,964

その他の項目

減価償却費 312 373 617 814 2,118 192 2,311

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

529 136 338 423 1,427 498 1,926

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,445百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。全社費用に

は、ユニチカグループからの事業譲受等に係る取得関連費用237百万円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント資産の調整額9,468百万円には、セグメント間取引消去△64百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社資産9,533百万円を含んでおります。
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４．報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度より、これまで産業材セグメントに含まれていた機能材料事業を機能材料セグメントとして、報

告セグメントの区分を変更しております。

機能材料事業については、中期経営計画「ＴＧ２５－２７」において成長領域の新中核事業と位置付けており、

金額的重要性が増加すると想定されることから、当該事業に関する情報を明瞭に表示するため新たな報告セグメン

トとしております。

また、不動産・サービスセグメントの一部の関係会社について、主管部署の変更に伴い、繊維セグメントに変更

しております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去

合計

繊維 産業資材 機能材料
不動産・
サービス

計

減損損失 － － － 8 8 － 8

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去

合計
繊維 産業資材 機能材料

不動産・
サービス

計

減損損失 109 － － 37 147 － 147

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去

合計

繊維 産業資材 機能材料
不動産・
サービス

計

当期償却額 8 － － － 8 － 8

当期末残高 178 － － － 178 － 178

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

当連結会計年度において、当社がユニチカトレーディング株式会社の衣料繊維事業の一部を譲受したこと及び敷

紡（上海）国際商貿有限公司がUNITIKA（BEIJING） TRADING CO., LTD.の事業を譲受したことにより、繊維セグメン

トにて負ののれん発生益を550百万円計上しております。負ののれん発生益の金額は、第３四半期連結会計期間にお

いて、取得原価の配分が完了していないため、暫定的な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度末におい

て取得原価の配分が完了しております。また、負ののれん発生益は特別利益のため、上記セグメント利益には含ま

れておりません。
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(企業結合等関係)

(取得による企業結合)

Ⅰ．概要

１．企業結合の概要

(1)事業譲受の相手先企業又は被取得企業の名称、及び事業の内容

事業譲受の相手先企業又
は被取得企業の名称

事業譲受又は株式取得した事
業の内容

事業譲受した企業又は株
式取得した企業

企業統合の法的形式

ユニチカトレーディング
株式会社

衣料繊維事業のうち、ユニフ
ォーム事業、寝装品事業、プ
リント事業、シャツ事業、イ
ンナー事業、スポーツウェア
事業及びその他

シキボウ株式会社
現金を対価とする事業
譲受

UNITIKA（BEIJING）
TRADING CO., LTD.

衣料繊維事業及び産業資材事
業の一部

敷紡(上海)国際商貿有限
公司

現金を対価とする事業
譲受

UNITIKA TRADING
VIETNAM CO., LTD.

繊維製品の製造、輸出入、販
売、産業資材の輸出入、販売

SHIKIBO VIETNAM CO.,
LTD.

現金を対価とする事業
譲受

PT. UNITIKA TRADING
INDONESIA

繊維製品を中心とした輸出入
及びインドネシア国内販売

シキボウ株式会社、
新内外綿株式会社

現金を対価とする株式
取得

(2)企業結合を行った理由

シキボウグループは、1892年の創業以来、総合繊維メーカーとして新素材や新機能を提案してきました。「わ

たしたちは、シキボウグループのものづくり技術・ものづくり文化で新しい価値を創造します」という経営理念

のもと、「繊維」「産業資材」「機能材料」「不動産・サービス」の各事業分野において、他社には真似のでき

ない独自の機能や技術力を活かした商品づくりを追求するとともに、顧客ニーズに沿った提案やサービスの向上

に取り組んでいます。

今年度より新たにスタートした中期経営計画「ＴＧ２５－２７」における繊維セグメントの事業戦略において

は以下の５点を重点課題としています。

①サステナブル商材の販売拡大

②グローバル販売の拡大

③新規顧客・新規市場への販売拡大

④海外・国内生産拠点の連携と効率化

⑤生産設備強化のための設備投資

ユニチカトレーディング株式会社とは、2021年４月にビジネス連携をスタートさせ、営業と技術の両面から新

しい価値を創造してまいりました。今回の事業譲受等により、当社の繊維事業はさらに成長するものと考えてお

り、両社が長年の歴史で培った技術を融合することによって生み出された主力素材を強みに、当社の得意分野で

あるユニフォーム事業や寝装事業のさらなる拡大が可能となります。

また、当社は現在、海外生産拠点としてインドネシア（スラバヤ）、中国（湖州）に工場を保有し、販売拠点

としてベトナム（ホーチミン）、中国（上海）、台湾（台北）、タイ（バンコク）があります。これらに ユニチ

カトレーディング株式会社のインドネシア（ジャカルタ）、中国（北京）、ベトナム（ハノイ）の拠点を加え、

生産・販売体制の両方を強化することで、新規マーケットの開拓およびグローバル販売の拡大を目指します。

(3)企業結合日

2025年12月30日（事業譲受日及び株式取得日）

2025年12月31日（みなし取得日）

(4)企業結合の法的形式

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(1)事業譲受の相手先企業又は被取得企業の名称、及

び事業の内容をご参照ください。

２．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 237百万円
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Ⅱ．事業譲受による企業結合

１．企業結合の概要

(1)事業譲受の相手先企業の名称及び事業の内容

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(1)事業譲受の相手先企業又は被取得企業の名称、及

び事業の内容をご参照ください。

(2)企業結合を行った理由

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(2)企業結合を行った理由をご参照ください。

(3)企業結合日

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(3)企業結合日をご参照ください。

(4)企業結合の法的形式

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(4)企業結合の法的形式をご参照ください。

２．連結財務諸表に含まれている取得した事業の業績の期間

2026年１月１日から2026年３月31日まで

なお、敷紡(上海)国際商貿有限公司及びSHIKIBO VIETNAM CO., LTD.の決算日は連結決算日と異なっており、当連結

会計年度においては、両社の2025年12月31日に終了する会計年度の財務諸表を連結しているため、連結損益計算書に

UNITIKA（BEIJING）TRADING CO., LTD.及びUNITIKA TRADING VIETNAM CO., LTD.の業績を含んでおりません。

３．事業譲受の相手先企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

(1)ユニチカトレーディング株式会社

取得の対価 現金 2,520百万円

取得原価 2,520百万円

(2)UNITIKA（BEIJING）TRADING CO., LTD.

取得の対価 現金 70百万円

取得原価 70百万円

(3)UNITIKA TRADING VIETNAM CO., LTD.

取得の対価 現金 30百万円

取得原価 30百万円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要 2. 主要な取得関連費用の内容及び金額に含まれます。

５．のれんの発生金額及び発生原因

(1)のれん発生金額

UNITIKA TRADING VIETNAM CO., LTD.

26百万円

なお、のれん発生金額は、当連結会計年度において取得原価の配分が完了しております。

(2)発生原因

今後の事業活動によって期待される超過収益から発生したものです。

(3)償却方法及び償却期間

８年間にわたる均等償却

６．負ののれんの発生益の金額及び発生原因

(1)負ののれん発生益の金額

①ユニチカトレーディング株式会社

430百万円

なお、負ののれん発生益の金額は、第３四半期連結会計期間において、取得原価の配分が完了していないため、

暫定的な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度において取得原価の配分が完了しております。この暫
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定的な会計処理の確定に伴い、負ののれん発生益の金額は181百万円減少しております。

②UNITIKA（BEIJING）TRADING CO., LTD.

120百万円

なお、負ののれん発生益の金額は、当連結会計年度において取得原価の配分が完了しております。

(2)発生原因

ユニチカトレーディング株式会社及びUNITIKA（BEIJING） TRADING CO., LTD.との事業譲受に関して、被取得企

業の事業譲受時の時価純資産が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれん発生益として認識しておりま

す。

７．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

(1)ユニチカトレーディング株式会社

流動資産 3,148百万円

資産合計 3,148百万円

(2)UNITIKA（BEIJING）TRADING CO., LTD.

流動資産 184百万円

資産合計 184百万円

(3)UNITIKA TRADING VIETNAM CO., LTD.

流動資産 3百万円

資産合計 3百万円

８．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影響の

概算額及びその算定方法

(1)ユニチカトレーディング株式会社

売上高 9,517百万円

営業利益 239百万円

(2)UNITIKA（BEIJING）TRADING CO., LTD.

売上高 2,222百万円

営業利益 5百万円

(3)UNITIKA TRADING VIETNAM CO., LTD.

売上高 1,723百万円

営業利益 83百万円

(概算額の算定方法)

企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された売上高及び損益情報と、取得企業の連結損益

計算書における売上高及び損益情報との差額を、影響の概算額としております。なお、当該注記は監査証明を受け

ておりません。

Ⅲ．株式取得による企業結合

１．企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及び事業の内容

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(1)事業譲受の相手先企業又は被取得企業の名称、及

び事業の内容をご参照ください。

(2)企業結合を行った理由

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(2)企業結合を行った理由をご参照ください。

(3)企業結合日

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(3)企業結合日をご参照ください。

(4)企業結合の法的形式

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要１．企業結合の概要(4)企業結合の法的形式をご参照ください。
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(5)統合後企業の名称

PT. SHIKIBO MERMAID INDONESIA

(6)取得した議決権比率

シキボウ株式会社 99.76%

新内外綿株式会社 0.24%

(7)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社と新内外綿株式会社が現金を対価として株式を取得したためであります。

２．連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間

被取得企業の決算日は連結決算日と異なっており、当連結会計年度においては、2025年12月31日に終了する会計年

度の財務諸表を連結しているため、連結損益計算書に被取得企業の業績を含んでおりません。

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 380百万円

取得原価 380百万円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

上記（取得による企業結合）Ⅰ．概要 2. 主要な取得関連費用の内容及び金額に含まれます。

５．のれんの発生金額及び発生原因

(1)のれん発生金額

160百万円

なお、のれん発生金額は、第３四半期連結会計期間において、取得原価の配分が完了していないため、暫定的

な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度において取得原価の配分が完了しております。この暫定的な

会計処理の確定に伴うのれん発生金額の変更はありません。

(2)発生原因

今後の事業活動によって期待される超過収益から発生したものです。

(3)償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 323百万円

資産合計 323百万円

流動負債 103百万円

負債合計 103百万円

７．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影響の

概算額及びその算定方法

売上高 762百万円

営業利益 31百万円

(概算額の算定方法)

企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された売上高及び損益情報と、取得企業の連結損益

計算書における売上高及び損益情報との差額を、影響の概算額としております。なお、当該注記は監査証明を受け

ておりません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 2,777.60円 2,851.27円

１株当たり当期純利益金額 72.75円 74.93円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 914 950

普通株主に帰属しない金額(百万円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(百
万円)

914 950

普通株式の期中平均株式数(株) 12,568,337 12,689,639

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

普通株式増加数（株） － －

（うち新株予約権（株）） (－) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

－ －

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

①代表取締役の異動

しり や まさ ひろ

取締役会長 尻 家 正 博 〔現 代表取締役会長〕

②取締役の異動

・新任の監査等委員である取締役候補者（2026年６月26日定時株主総会付議予定）

しお み ま ほ こ

塩 見 真保子 〔現 コーポレート部門総務人事部長〕

生年月日 1965年２月15日

略 歴 1987年４月 当社入社

2021年６月 総務人事部長（現任）

・辞任予定の監査等委員である取締役（2026年６月26日定時株主総会終結時予定）

たけ だ ひろ あき

竹 田 広 明 〔現 取締役監査等委員〕

（２）執行役員の異動

①新任予定執行役員（2026年６月26日付予定）

執行役員 コーポレート部門長委嘱予定

ふく もと たか し

福 本 剛 司 〔現 コーポレート部門経営戦略部長〕

（３）理事の異動

該当事項はありません。

（４）新体制（2026年６月26日予定）

①取締役体制

役職名 氏名

取締役会長

しり や まさ ひろ

尻 家 正 博

代表取締役

すず き よし ひと

鈴 木 睦 人

取締役監査等委員

しお み ま ほ こ

塩 見 真保子

社外取締役監査等委員

の べ よし ろう

野 邊 義 郎

社外取締役監査等委員

う の やす のり

宇 野 保 範

社外取締役監査等委員

ほ そ だ よし こ

細 田 祥 子
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②執行役員体制

役職名 氏名 委嘱業務・担当

社長執行役員

すず き よし ひと

鈴 木 睦 人

常務執行役員

た な むら た け し

機能材料部門長 兼 同部門総括部長委嘱
田那村 武司

上席執行役員

とよ しま りょう じ

産業資材部門長 兼 同部門総括部長委嘱
豊 島 亮 治

上席執行役員

お ざき とも ひさ

繊維部門長委嘱
尾 﨑 友 寿

上席執行役員

い たみ ひで のり
不動産・サービス部門長 兼 同部門総括部長 兼 不

動産部長委嘱伊 丹 秀 典

執行役員

の づ もと ひこ

産業資材部門販売管理部長 兼 生産管理部長委嘱
野 津 元 彦

執行役員

いし だ まさ き

繊維部門総括部長委嘱
石 田 仁 紀

執行役員

すえ ひろ かつ ひこ

シキボウリネン株式会社 代表取締役社長
末 廣 勝 彦

執行役員

え なみ やす ひろ

機能材料部門食品・化成品部長委嘱
江 南 裕 弘

執行役員
もり もと かず のり

機能材料部門複合材料部長委嘱
守 本 和 令

執行役員

つ だ たかし

繊維部門繊維営業部長 兼 東京支社長委嘱
津 田 隆

執行役員

ちゅう じょう ひろ こ

繊維部門戦略素材企画推進室長委嘱
中 条 洋 子

執行役員

ふく もと たか し

コーポレート部門長委嘱
福 本 剛 司

③理事体制

役職名 氏名 委嘱業務・担当

理事

いわ さき やす ひこ

機能材料部門中央研究所長委嘱
岩 﨑 康 彦

理事

つじ もと ゆたか

繊維部門新事業開発室長委嘱
辻 本 裕



シキボウ㈱(3109) 2026年３月期 決算短信

-24-

５．参考情報

（１）設備投資額（工事ベース）・減価償却額の推移

（単位：百万円）

連 結 単 体

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

設備投資額 3,258 3,085 1,869 580 578 1,041

減価償却額 1,842 2,021 2,311 1,318 1,351 1,348

（２）有利子負債の推移

（単位：百万円）

連 結 単 体

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

借入金 20,961 23,674 29,667 20,738 23,452 29,510

社債 3,410 2,000 1,140 3,410 2,000 1,140

計 24,371 25,674 30,807 24,148 25,452 30,650

（３）従業員数の推移

（人）

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

男 女 計 男 女 計 男 女 計

連結 1,323 875 2,198 1,313 862 2,175 1,379 927 2,306

単体 315 239 554 317 255 572 385 289 674

（４）2027年３月期の連結業績予想

（2027年３月期第２四半期累計期間） （単位：百万円）

報告セグメント

消去及び全社 合計
繊維 産業資材 機能材料

不動産・
サービス

売上高 15,600 3,700 3,800 2,900 △100 25,900

営業利益 100 100 △50 950 △650 450

経常利益 100

親会社株主に

帰属する

当期純利益

50
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（2027年３月期） （単位：百万円）

報告セグメント

消去及び全社 合計
繊維 産業資材 機能材料

不動産・
サービス

売上高 34,700 7,700 7,800 5,700 △200 55,700

営業利益 800 200 △50 1,850 △1,300 1,500

経常利益 900

親会社株主に

帰属する

当期純利益

600


